
１月７日（月）大手門パルズを会
場に連合山形・連合山形地域協議会
合同による「２０１９新春旗びらき」を
開催しました。

主催者を代表し、水戸吉一会長は、
「国外、国内とも大きな歴史的転換
点に私たちはいる。そうした中で
２０１９春季生活闘争は、月例賃金の引
き上げにこだわり、賃上げの流れを
継続・定着させ、中小労組や非正規
で働くすべての労働者の賃金の『底

上げ・底支え』『格差是正』に取り組む。合わせて私たちの働き方に直結する労働基準法も約70年ぶりに大きく改正
され、働き方改革関連法がこの４月から順次施行されることから、時間外労働に関する労使協定『３６（サブロク）協
定』の重要性を広く社会に訴えるため、『Action ！ ３６』と銘打ち、運動を展開しよう」と訴えた。また、「今年は統
一地方選挙、参議院選挙をはじめとした政治決戦の年だ。安倍一強政治を打倒するため、志を同じくする政治勢力の
拡大に向け総力を挙げて闘おう。最後に今年、連合山形は結成３０周年を迎える。結成時の強く高い志や熱い思いをしっ
かりと次世代につなげていこう」とあいさつし
ました。

来賓を代表し、吉村美栄子山形県知事、齋藤
順治山形市副市長、舟山康江参議院議員の３名
が祝辞を述べ、鏡びらきの後、庭山佳宏山形労
働局長が乾杯の発声をしました。

祝宴の後、水戸吉一会長と山形地域協議会安
孫子健治議長によるガンバロー三唱で、約３００
人の参加者と共に連合運動のさらなる前進と団
結を誓いあいました。

２０１９ 新春旗びらきを開催
連合山形の団結と運動の前進を誓い合う
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連合山形会長　　水　戸　吉　一

新たな年を迎え、謹んでご挨拶を申し上げます。平成最後の年が明け、連合山

形に集う組合員とご家族の皆様にはお健やかに新しい年をお迎えのこととお喜び

申し上げます。

さて昨年６月に、労働基準法が約７０年ぶりに大きく改正され、罰則付きで時間外労働の上限規制が導入

されることとなりました。また、企業への年次有給休暇の付与義務や正社員と非正規社員の格差の是正に

むけ「同一労働同一賃金」を適用して規制を強化することなどが決まりました。

これらは長年の労働運動・連合運動がようやく実を結んだものと言えますが、この法改正が、４月１日

から施行されることを機に、連合は時間外労働に関する労使協定、通称「３６（サブロク）協定」の重要性

を広く社会に訴えるため、更には全ての職場で適切に締結されるように、３月６日を「３６（サブロク）の日」

と定め、全国で「Ａｃｔｉｏｎ！ ３６」キャンペーンを大々的に展開しています。連合山形も電話相談や県

内各地で街頭行動などのキャンペーンを行ってまいります。

また、こうした取り組みの基盤となるのが、集団的労使関係の構築ですが、依然８割以上の働く仲間が

集団的労使関係の外に置かれています。連合山形は全ての働く者にとっての労使関係の重要性・必要性を

強く訴えて行くと共に、現場労使の主体的な取り組みとなるよう、２０１９春季生活闘争ともあわせて積極的

に取り組んでまいります。

今年は、統一地方選挙と参議院選挙が行われる１２年に一度の選挙イヤーです。またこれら以外にも各地

の自治体選挙、首長選挙が目白押しのまさに、政治決戦の年です。連合山形は働く者・生活者の立場に立っ

た政策により「働くことを軸とする安心社会」の実現、弊害ばかりの安倍一強政治の打倒、連合山形推薦

議員全員と連合組織内比例代表候補全員の当選、そしてわれわれ連合と志を等しくする政治勢力の拡大に

向け、総力を挙げて戦ってまいります。

今年、連合・連合山形は結成３０周年を迎えます。現在本部台で連合運動の将来を見据えた

新たなビジョン、希望ある未来づくりに向けて様々な検討が進められ

ていますが、私は「人と人の関係性を大切」にし、丁寧なコミニ

ケーションを取りながら運動を進めることが基本であり大切

であると思います。また、３０年前結成時の諸先輩の強く高

い志や熱い想いを次世代に引き継いで行く事も私達の大

事な使命であると思います。

結びに連合山形は、本年も明るく元気な職場づくり、

働く人が自発的に輝きながら、生きがいを持って働ける

職場づくりに向けて取り組んでまいります。連合山形に

対する一層のご理解とご支援をお願いするとともに、皆様

の益々のご健勝とご活躍をご祈念申し上げ、２０１９年年頭に

当たっての挨拶といたします。

連合山形ニュース
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　2019年の年明けを連合山形の各地域協議会は「旗び
らき」を開催し、統一地方選挙や参議院選挙など政治
闘争の勝利と春季生活闘争の前進、一層の団結を誓い
合いました。　

　１２月１９日、連合山形のシンクタンク
である（一社）山形県経済社会研究所（立
松潔理事長）の「第４６回定時総会」と「年
報発表会」が大手門パルズにおいて開
催されました。
　総会では、２０１８年度の事業報告なら
びに会計決算報告、２０１９年度事業計画
ならびに収支予算について承認されま
した。役員改選では理事の角谷俊一氏、

井上雄吾氏、加藤孝氏、戸室健作氏が退任し、副理事長に水戸吉一氏、理事に蒲原清
天氏、柿崎隆英氏、齋藤洋次氏が選任されました。
　総会後、２０１８年度に発行された年報の発表会を開催し、自治労山形県本部執行委員
長の森伊織氏より「自治体における臨時非常勤等労働者の現状と課題」、山形大学名
誉教授で経済社会研究所理事長の立松潔氏より「景気回復の実態と山形県経済」につ
いて講演が行われました。

各地域協議会の「旗びらき」で
前進と団結を誓い合う

鶴岡田川地協（1／5）150人　東京第一ホテル鶴岡

北西村山地協(1／16)　114人　クアハウス碁点

新庄最上地協(1／17)　90人　大地会館

講演する森伊織氏

年報を報告する立松潔理事長

酒田飽海地協（1／11）105人　勤労者福祉センター

置賜地協(1／16)　105人　東京第一ホテル米沢

連合山形シンクタンク（一社）山形県経済社会研究所
「第46定時総会」「年報発表会」を開催
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　連合山形は、２０１９春季生活闘争方針（案）を決定し、月例賃金にこだわる闘いを進めることとしました。
　連合山形の賃上げ要求水準は、賃金改善分６，０００円以上（平均賃金２％相当額）と賃金カーブ維持分（昇給）４，
２００円に格差分３００円を加算した『１０，５００円以上』とし、「底上げ・底支え」「格差是正」に全力をあげることにし
ました。
　また、各課題の具体的取り組みとして、
（１）月例賃金の引き上げにこだわった「底上げ・底支え」「格差是正」の取り組み
（２）すべての労働者の立場にたった「働き方」の見直し

①労働時間の適正化の取り組み（罰則付き時間外労働の上限規制・勤務間インターバル制度の導入・中小
企業における月６０時間を超える割増率の引き上げ）

②職場における均等待遇実現等に向けた取り組み（同一労働同一賃金への対応・無期転換ルールへの取り
組み・派遣労働者への取り組み）

（３）労働関係法制への対応と政策・制度実現に向けた取り組み
を掲げています。

１．「地域ミニマム運動」への取り組み
　地域間や企業間の格差是正と県内賃金水準の底上げをはかり、
低賃金県からの脱却をはかるために、最低基準（ミニマム）を
設定し、県内では「これ以下では働かない。働かせない」運動
を展開していく。

２．連合山形の賃上げ要求内容
（１）２０１８年連合山形中小組合賃金実態調査結果より、平均賃

金２５４，２４５円の２％は５，０８５円であるが、連合加盟組合全体
平均賃金水準の２％相当額が６，０００円であることから、そ
の差額９１５円を上乗せした金額６，０００円を賃上げ水準目標と
する。

　　　　　賃金カーブ維持分　＋　賃上げ６，０００円以上
（２）賃金カーブ維持分の算定が可能な組合は、その維持原資を労使で確認する。
（３） 賃金カーブ維持分の算定が困難な組合は、賃金カーブ維持相当分を４，２００円と格差是正分３００円を加算した

４，５００円＋賃上げ６，０００円の１０，５００円以上を要求する。　　
（４）年齢ポイントごとの「めざすべき賃金水準」および「最低到達目標水準」は以下のとおり

（５）非正規労働者の時間給目標額および引き上げ目標額
　　時間あたりの賃金目標値
　　９５０円以上［山形県の連合リビングウェイジ額（所定内実労働時間数換算）］
　　すでに９５０円を超えている場合は、３７円※を目安に引き上げる。
　　※賃上げ目標６，０００円を平均所定内労働時間１６４時間で除した時給

連合山形「2019春季生活闘争方針」を提起！
ー 月例賃金の引上げにこだわり、２％以上の賃上げを！ ー

年齢 2019年設定額
18歳 150,400円
20歳 155,600円
25歳 169,400円
27歳 175,000円
30歳 183,400円
35歳 197,100円
40歳 210,300円
45歳 222,100円

【ミニマム設定額】

全産業
20歳 １７６,３００円
25歳 ２２３,９００円
27歳 ２４１,３００円
30歳 ２６５,５００円
35歳 ３０１,１００円
40歳 ３３０,６００円
45歳 ３５４,０００円

全産業
20歳 １６４,５００円
25歳 １８６,８００円
27歳 １９６,２００円
30歳 ２１０,５００円
35歳 ２３３,９００円
40歳 ２５５,１００円
45歳 ２７２,２００円

【めざすべき賃金水準】 【最低到達目標水準】
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　２０１９春季生活闘争を前に、１月２４日大手門パルズにおいて、産別代表者が集まり、（一社）山形県経済社会研究所

の高木郁朗顧問がコーディネーターとして、各産別をめぐる情勢や方針の特徴、山形地域として取り組み、組合員の

生活・労働実態、この４月から施行される働き方改革関連法への対応などについて懇談会を開催しました。

　出席者からは、「大きな変化の時代にある。人材がなかなか集まらずに人手不足が続いている中で、高齢者雇用の

あり方、外国人労働者の受け入れも課題になっている。一方で賃金制度確立や賃上げは当然必要だが、長時間労働の

是正など働き方改革が求められている」などの意見が出されました。

　懇談会の内容は２０１９春季生活闘争パンフレットに掲載することにしています。

　出席者は、佐藤修一ＪＡＭ南東北山形県連絡会事

務局長、丹野忍情報労連山形県協議会議長、中川賢

一交通労連山形県支部事務局長、青木孝典運輸労連

山形県連書記長、森伊織自治労山形県本部執行委員

長、高木郁朗（一社）山形県経済社会研究所顧問、

立松潔（一社）山形県経済社会研究所所長、遠藤吉

久（一社）山形県経済社会研究所専務理事、小川修

平連合山形副事務局長、鈴木正弘連合山形組織広報

部長

　2019春季生活闘争に向けた
「産別代表者懇談会」を開催
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